
経営方針の全体像

ロームでは、2021年度に初めての中期経営計画 “MOVING FORWARD to 2025”を発表しました。2025年度までの経営テーマを
「“自動車” “海外”での成長実現と更なる成長に向けた基盤作り」と定め、2030年にグローバルメジャーになることを目指しています。

効率的な資本活用

ESG重要課題への貢献

グローバルに戦える商品を作る開発体制の強化 海外売上高を高める営業・拡販体制 モノづくり改革成長戦略を
支える基盤

ESGへの取り組み

資本政策

成長戦略

ロームの強み

“自動車”“海外”での成長実現と更なる成長に向けた基盤作り グローバルメジャーへ

2020年度 2021年度 2022年度 2025年度 計画（当初） 2025年度 計画（修正）
売上高 3,598億円 4,521億円 5,078億円 4,700億円以上 6,000億円以上
営業利益率 10.7% 15.8% 18.2% 17%以上 20%以上
ROE 5.0% 8.3% 9.2% 8%以上 9%以上

財務目標
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トップラインを上げ中核事業に成長

半導体素子事業　▶P42
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顧客志向

ロームは、1990年代に社会全体における IT化の進展により売
り上げを大きく伸ばしました。しかし、2000年代に入り、ITバ
ブルの崩壊とともに市場構造が大きく変化し、市場変化に対応
するために構造改革を進めてきました。日系顧客の民生機器市
場向けが中心だったビジネスを、日系だけでなく海外顧客も含

む自動車、産業機器市場向けに大きくシフトし、顧客の製品の
省エネや小型化に貢献するパワーやアナログ半導体の製品開
発に取り組み、成果を上げています。本中期経営計画は、2030

年度に向けての飛躍的な成長を見据え、強固な経営基盤を構
築するための5カ年計画として策定しています。

中期経営計画の位置付けと目標

伸ばす

パワーデバイス
車載LSI

成長の核となる事業で
売上高を大きく伸ばす

創る
2025年度以降の成長の種を

新たに仕込む

GaN・パワーモジュール
自動運転支援モジュール

進化する
高付加価値化や海外シフト等

質的変換を図る
汎用デバイス
民生LSI

パワーとアナログにフォーカスし、お客様の “省エネ”・“小型化”に寄与することで、社会課題を解決する

“自動車” “海外”での成長実現と更なる成長に向けた基盤作り
経営ビジョン

2025年度で目指す姿

かつては、民生機器市場向けを中心に、顧客ごとに特化し
たカスタムの製品を提供し実績を上げてきましたが、開発
効率を考えると、製品によってはある程度の汎用性を持た
せることが必要であり、現在は、EVなどの市場において、
あらかじめ市場ニーズを調査し、共通したニーズを高い次
元で実現したASSPを先行して開発する戦略を推進してい
ます。

ロームでは、パワーデバイス事業と小信号デバイス事業の
2つの半導体素子に関連する事業を行っています。パワー
デバイスは、顧客の “省エネ”・“小型化”に大きく寄与でき
る製品で、今後ますます成長が期待される分野です。特に、
脱炭素社会に貢献できるSiCパワーデバイス事業では、基
板材料から提供できる体制を構築して業界トップシェアを
狙います。また、小信号デバイス事業では、フレキシブル
ラインの導入等、更なる生産性の向上で、なお一層の収益
の確保とトップシェアを維持し続けます。

戦略商品の拡充による売上高・利益の拡大

LSI事業　▶P40

202520242023202220212020
0

（億円）

2,000

3,000

1,000

（年度）

13%13%
16%16%

22%22% 28%28% 29%29% 32%32%

202520242023202220212020
0

30.0

45.0

15.0

（%）

■ 戦略TOP10分野
■ その他

  戦略TOP10分野 
売上総利益率

戦略TOP10分野（売上高比率・売上総利益率）

売上高・利益拡大

平均単価up

戦略商品拡大

成長戦略の進捗

非財務目標に対する進捗
目標 2022年度の主な取り組み 2022年度の主な成果

環境

●  2030年度にGHG排出量50.5%削減
（2018年度比）

・ タイの生産拠点で高効率チラーに更新
・ ラピスセミコンダクタ宮崎工場で貫流ボイラー
更新による重油削減

・ GHG排出量8,921千 t-CO2（2018年度比21.8%減）

●  再生可能エネルギー2050年度導入比率
100%へ向け推進

・ 主力生産拠点であるタイ工場で再生可能エネ
ルギー100%達成

・ 再生可能エネルギー導入比率24％（2021年度比18
ポイント増）

●  廃棄物ゼロエミッション化 ・ 硫酸の廃液の有効活用 ・ 国内連結：ゼロエミッション、海外連結：95.9%（国
内海外連結：98.5%）

ダイバーシティ、
従業員

●  グローバル女性管理職比率15%
●  女性または外国人の本社役員比率10％ ・ 女性のキャリア形成促進

・ グローバル女性管理職比率12.6％
・ 女性または外国人の本社役員比率23％

●  従業員エンゲージメントスコア業界平均以上
・ 国内外のグループ会社にてエンゲージメント
サーベイを実施
・ 組織風土改革、働き方改革の推進

・ エンゲージメントサーベイのグループ全体での導入
を完了し、業界平均以上のスコア達成（「目標達成に
向けた高い貢献意欲や組織に対する強い帰属意識」
に関する質問に対し、好意的な回答を行った従業員
比率が91％）

顧客
●  顧客の品質満足度スコア+10%改善（2020
年度比）

・ 一部顧客に対して対面での調査結果のフィード
バックを実施 ・顧客の品質満足度スコア3.1％改善（2020年度比）
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戦略とパフォーマンス
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中期経営計画“MOVING FORWARD to 2025”進捗




